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ビジョン策定後の取組イメージ

ビジョン策定後の具体的取組

具体的な取組を進めるに当たっては、
下記のとおり、目的・目指すべき姿を設定します。

目的１【認知】ビジョンを知ってもらう

目的２【検討】取組内容を具体化する

目的３【実践】まちの変化を体感する

目的４【育成】継続してまちづくり活動に取り組む

― 目指す姿 ―

まちに関わる人々がビジョンを共有し、地域での
まちづくりの機運が高まるとともに、まちづくり
に取り組む仕組みが構築される。

― 目指す姿 ―

実現可能な取組から実践し、まちの変化を体感す
ることで、まちに関わる人々にまちづくりの機運
が定着する。

― 目指す姿 ―

具体的な取組内容（施設整備やソフト的取組等）
について、関係者の合意形成が図られる。

― 目指す姿 ―

ハード面での先導的な事業が進められるとともに、
地域においても、継続的にまちづくりの取組みが
行われる。

➢ 本編に示す将来像の実現に当たっては、様々な関係者の協働によるまちづくりが不可欠と
なることから、以下に示す目的を持って、ビジョン策定後の各種取組を検討します。



目的1
ビジョンを知ってもらう
まちに関わる人々が、ビジョンを
共有し、まちづくりに取り組む
仕組みが構築される。

目的３
まちの変化を体感
実現可能な取組から
実践し、まちづくりの機
運が定着する。

目的と具体的取組みの体系図

目的２
取組内容を具体化
具体的な整備内容やソフト
的取組について、関係者の
合意形成が図られ、可能な
ものから実践

取組方針
将来像の実現に向けた
取組の方向性や進め方

目的４
継続したまちづくり活動
ハード面での先導的事業
とともに、地域においても
継続的にまちづくり活動が
行われる。

短期～中期の取組イメージ

実践 育成検討
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ハード整備（暫定的整備、先導的事業）
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（ハード面）
駅の西側を含めた一体的なまちづくり
（駅前広場、道路等）

連携

（ソフト面）
地元主体のまちづくりの推進

ビジョンの将来像を実現する
ために必要な施策、事業を
検討していくことを想定。
各主体が何をしていくのかを
整理していくイメージ。
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具体的に実施していく事業
を位置付けるアクションプラン
のようなものを想定。
エリア別にどのような形にして
いくのか、パースなども作成。

各事業の基本設計を想定。
位置、規模、機能などのデ
ザインを具体化し、事業の
実施時期を含め、各事業
主体を明確にしていく。

意向の把握

合意形成

ビジョンの周知・まちづくり機運の醸成
（ワークショップ・社会実験等）

取組ロードマップ
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